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論 文 内 容 の 要 旨 
情報処理技術の発展により，多様かつ膨大なデータがインターネット上に日々蓄積されてい
る．中でも，CGM（Consumer Generated Media）の一つである SNS（Social Networking Service）
は，情報収集や発信の媒体として日々の生活に定着している．これらの情報は，日常的なコミュ
ニケーションで利用されるだけでなく，テキストマイニングによるソーシャルセンシングに活用さ
れることも多々ある．特に，東日本大震災以降，大規模災害時における情報伝達・情報共有に
際して，SNS情報の有用性は非常に高く評価されている．また，最近では，自動運転をはじめと
する ITS（Intelligent Transport Systems）が注目される中，道路交通分野でも SNSを活用する機
運が高まっている．その中でも，高速道路の管理において，交通事故や渋滞などの現象を監視
カメラやパトロールカーの巡回により検知し，機動的に交通規制などの措置を講ずる必要があ
るが，機器の故障や交通状況によって通常の監視ができない可能性がある．そのため，道路利
用者からの情報を活用する取り組みが試行されつつある．首相官邸が公開した「防災・減災に
おける SNS などの民間情報の活用などに関する検討会」の報告書によると，「どこで何が起こっ
ているかを把握できること」，「信憑性の高い情報を抽出できること」が重要であると指摘している．
しかし，これらの点を十分に考慮した手法はこれまで提案されておらず，今後起こりうる大災害
に備えて，情報収集・分析・活用技術の確立が喫緊の課題である．そこで，本研究では，SNS
情報と道路交通情報とを組み合わせることで，どこで何が起こっているかを正確に把握する方
法と，信憑性の高い投稿記事を抽出する方法の技術開発を行う．そして，交通事故や渋滞など
  
の交通現象の情報収集を目的とした Web システムを実装し，その有用性の検証および活用方
策を道路管理者と共に議論する． 
まず，どこで何が起きているかを正確に把握する手法を検討する．その前段階として，電子
掲示板およびマイクロブログで投稿されている情報の特性を特定する．そして，リアルタイム性
に富むマイクロブログの Twitter を対象に情報抽出と位置特定を行う手法を検討する．投稿記
事には道路利用の所見に限らず，日常会話や広告目的の投稿記事が含まれるなど種々雑多
である．そのため，道路管理者にとって有用な投稿内容であるかを判別することは難しい．さら
に，マイクロブログには携帯端末に搭載された GPS から得られる位置情報を付与できるジオタ
グ機能があり，これを用いた被害箇所などを特定する研究が多くを占めているが，この付与率
は全体の 1%にも満たないため，網羅的に位置情報を獲得することはできない．したがって，故
障車や事故，そして渋滞などが発生したことによる投稿記事とその関連記事を抽出することや，
その的確な位置情報を見極めながら確からしさを判定できなければならない．そこで，本研究
では，投稿内容と道路交通情報とを組み合わせたテキストマイニング手法に着目して，道路事
業に係わるすべての情報を正確に獲得し，その上，GIS 上に事象が発生した位置を推定する
ための技術を開発する． 
次に，前述の技術から，ある程度の精度で投稿内容とその位置情報を収集できることを確認
したが，その信憑性を深く追求する必要がある．マイクロブログの情報には，嘘や偽りなどのス
パム情報が内在しているため，投稿者自身の特徴を解析することで，提供される情報の正確度
を向上させることができるかを検討する．過去の投稿記事数，投稿内容と発生した事象との関
係性や投稿者の習慣行動を確かめることで，信用できる情報提供者か否かを判別することを試
みる．情報の信憑性は，投稿者毎に過去の投稿を収集して，その内容や傾向の特徴を発見す
ることによって評価する． 
最後に，これら一連の研究成果を阪神高速道路の管理業務に適用することを念頭に置き，
交通現象に係わる投稿記事を収集・分析するための Web システムを開発する．そして，実際に
阪神高速道路社，阪神高速技研社の道路管理事業者と共に，そのシステムの有用性を議論し，
実証実験を通じて実用に耐えうるかの検証を行う． 
以上，本研究は，マイクロブログを活用した交通現象に係わる情報収集・分析・活用技術に
関する研究を論じたものである．第 1 章では，災害時における情報収集手段の現状と，本研究
の目的を述べる．第 2 章では，CGM から災害に係わる情報の収集を試行して，各メディアの特
徴と傾向を明らかにすると共に，研究の着眼点と構想を論じる．第 3章では，道路事業に係わる
情報の抽出と，位置情報を推定する手法を提案し，その有効性を実証する．第 4 章では，投稿
記事の信憑性を評価する手法を提案し，その有効性を実証する．第 5 章では，提案技術を適
用した交通情報をリアルタイムに収集するための Web システムの運用結果を詳述し，その有用
性や，SNS 情報を災害時に活用する上での適切な運用方策を議論する．最後に第 6 章では，
研究成果の総括と本研究成果の今後の展開を述べる． 
 
  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本研究は，阪神高速道路上で発生する事故や渋滞といった交通現象を対象として，マイクロ
ブログのデータ解析方法を検討し，交通現象に係わる有用なハム情報をリアルタイムに収集・
分析するための Web システムを実装・運用して，その有用性を実証したものである．以下に審
査結果を詳述する． 
 
(1) 状況把握の一助となる交通現象に係わる投稿時の位置情報推定技術の提案 
 
災害時の情報収集手段として，被災者からの通報のみならず，第三者からのインターネット
上に投稿された記事が用いられている．しかし，これらの情報は多種多様かつ膨大な量であ
るため，災害に係わる情報のみを正確に獲得する必要がある．それに加えて，その情報の発
生場所を特定できなければ被害状況の素早い掌握が難しい．位置情報を特定することを目
的とした研究では，電子掲示板を対象にしたものと，Twitter を対象にしたものがある．前者の
研究では，Web ページ内に含まれる文章を形態素解析して，地名や住所を抽出し，ジオコー
ディングされた結果を用いる手法が提案されている．しかし，投稿される情報のリアルタイム性
の観点から，災害時の切迫した状況下では不適切である．後者の研究では，特徴の一つであ
るジオタグと呼ばれる位置情報を付与したツイートを用いる方法が提案されているが，その付
与率は非常に低く，網羅的に取得できない． 
そこで，Twitter を対象として，道路交通情報に含まれる交通現象の内容および発生時刻を
考慮した推定手法を提案する．交通現象の発生から数分以内の投稿を抽出し，位置情報が
付与された投稿と，その他の投稿の類似度をVSM（Vector Space Model）で算出する．類似度
が閾値以上のものはグループ化し，それらの位置情報を特定する．これらの投稿は交通現象
に関するものであるため，状況把握などに役立てられる．閾値以下の投稿は，交通現象以外
の道路利用に関する内容である可能性が高いため，k-medoids 法を用いて分類することで，
様々な道路事業評価に役立てられる．実証実験では，位置情報の推定精度を検証し，既存
手法よりも高精度に抽出できたことを確認した．なお，本技術は，交通現象に係わるツイートと，
道路利用に係わるツイートとを選別することも可能であるため，たとえば，サービスエリアで開
催されるイベントに対する感想や工事後の利用所見など，道路事業に対する意見を広く収集
できることより，新たな評価指標の一つに成り得るものである． 
 
(2) 道路管理者にとって有用な意見を抽出するための信憑性分析技術の提案 
 
マイクロブログは，誰もが手軽に記事を投稿できる利便性がある一方，流言や嘘偽りが内在
する．情報の信憑性を明らかにする研究では，流言に対する反論の有無からその真偽を判別
  
する手法や，情報の発信源から投稿記事が拡散する過程を追跡することで信頼性を分析す
る手法などが提案されている．しかし，これらは，ビッグデータをベースとした後解析であるた
め，リアルタイム性に乏しい．道路事業においては，即座に信憑性の判断が求められる． 
そこで，常日頃から交通現象の情報に関心を持っている投稿者は信頼できるという考えの
下，投稿者のバックボーンを調べることで，情報の信憑性を判別する手法を提案する．これは，
関連する情報を含む投稿記事数，交通現象が発生した直後の情報発信履歴，道路の利用
頻度から投稿者を分類し，その結果に応じて信頼度を数値化するものである．関連する情報
を含む投稿記事数は，道路名称やその略語を含む投稿を集計する．交通現象が発生した直
後の情報発信履歴は，道路交通情報から得られる交通現象の内容と発生時刻を用いて，リア
ルタイム性を考慮した密に関連する情報を含む投稿記事を抽出する．道路の利用経験は，投
稿時間帯，曜日や投稿記事に含まれる単語から行動確率を算出し，出勤や帰宅時の移動経
路を明らかにする．本技術では，常時収集することにより，情報が一挙にバーストする異常事
態であっても，信憑性の高い情報を優先的に抽出することができる．実証実験では，一般的
に信憑性の指標とされているフォロワー数を用いた場合と本技術による推定結果とで有用性
を評価した．そして，本技術で抽出した投稿者が実際に有益な情報を投稿する傾向があるこ
とを確認した． 
 
(3) 道路管理業務に即したツイートクローリングシステムの開発と運用の成果 
 
Twitter には標準の検索機能があるが，災害時には投稿が爆発的に増加するため，時宜を
得た適切な情報のみを選別できない．大量な一覧データの中に欲しい情報を見付け出すの
は至難の業である．既存研究では，用途に応じた選別を行う機能を開発しているが，その多く
は投稿履歴だけに着目したものであり，特定のトピックを細やかに分類するものは数少ない．
さらに，位置情報と信憑性をリアルタイムに特定できる研究は見当たらない． 
そこで，位置情報と信憑性を明らかにする本提案技術を用いて，道路事業者が活用できる
ツイートクローリングシステムを開発し，その有用性を評価する．阪神高速道路を対象とした実
環境での 3 年間の運用結果を確認すると，管制室が感知するよりも先に，事故状況が瞬時に
分かる写真付きのツイートを収集できた．また，大型台風などの自然災害が発生した時に利
用者が自発的に迂回路を提示するツイートも抽出できた．したがって，道路管理者の情報収
集手段として Twitterが有用であると言える．将来，このシステムを利用することで，パーキング
エリアの利用状況，目的地までの所要時間，高速道路から見える風景やランドマークなどの
名所に関する情報など，平時の道路サービスにも転用できると考える． 
以上のことから，道路管理業務においてマイクロブログの情報は有用であることが明確に
なった．さらに，道路交通に係わる情報量を増加させることや，双方向コミュニケーションの場
として活用することを目的として，阪神高速道路自ら Twitter 上で情報発信することも試行する
など，大規模災害時に備えた実践的な研究である． 
